









































豊 川 浩 …
1
はじめに
カザークは農奴制 と並んでロシア史 の特殊性の一つである。帝政時代,解 放と自由を求める逃 亡農
民たちの行 く先の一一つが辺境のカザーク社会であった。また,カ ザーク社会の存在その ものが農民に
とって奪われた 自由一 とくに,そ の移動の 自由 の象徴であり,そのため17～18世 紀におい
て数多 く発生する叛乱では,自 由を目指 して,ま たカザークと共に農民たちはそれに積極的に参加 し
2
ていったのである。
ロシアの文献 にカザークという語がはじめて登場 したのは1395年 のことで,当時にあっては「労
働者 ・作男」という意味で使用された。これ以外にも,チュルク語起源であるカザークという語は 「自
由で独 立の人間,冒 険者,逃 亡者,剛 胆者,自 由戦士」な どの意味 をもっている。 ロシア国家と常に
境を接していたタタール人たちは,軍 事遠征で前線にいる兵士たち をカザークと呼んだ。また14～
豆7世紀のロシアでは,ロ シア国家の辺境で軍役を担 う勤務人(㎝田qMble爪皿の,お よび雇用労働者
3
である自由人がカザーク と呼ばれるようになった。 しか し,こ こで問題 とな り,また歴史 上重要な役
割を果た したのは辺境で ロシア国家のために軍役を担 う勤務人であることはいうまでもない。
帝政時代に入 り,カザ ークの身分 に変化が生 じた。社会グルー プと しては辺境における銃士兵や砲
兵などに近 く,その大部分が担税身分 となったカザークの特権的な軍事身分への転化 は徐々に進み,最
終的には39世 紀 にそれが完成したのである。はじめ,カザークは行政的には自治を享受 していたが,
それが国政に影 響を与えるとして,の ちに政府はカザークの上層を懐柔することによ ってその自治を
撤廃 し,彼 らを非正規軍化 していった。その辺境の防衛 という勤務に対 し,政府はカザー ク軍団に俸
給 と土地を与えたが,こ うしたいわば封建的な土地給与の形態は19 ,17年の社会主義革命に至るま
で存続 したのである。
本稿の目的は,今 後の総合的なカザーク研究 を行 うのに先立ち,ロ シア史におけるカザークの歴史
的意義を従来の研究に則 して検討することにある。なおここでは,帝 政時代のカザークのなかでもウ
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ラル ・シベ リア地方のカザークを,よ り具体的には南ウラルにお いて大きな役割を果た したヤイー ク
4
一 付随的にオレンブルク一 一のカザークに焦点を当てて考察することにす る。
1カ ザ ー ク研 究 の流 れ5
1「 カザ ー ク」 とは何 か
ルー シ(ロ シアの古称)の 地 にカザークが現れたのは古い。そのなかで,わ れわれにカザークにつ
いてまとまった概念を与えてくれる初期のものとして,H,Mカ ラム ジー ン(1766～1826年)
の大著 『ロ シア国家 史』(全8巻,1816～17年)が ある。著 者に よる と,カ ザ ー クはお そ ら く 「古
くバツの来襲時の ロシアには存在 してお り,キーエ フよ り下流の ドニエプル川両岸に居住 していた ト
ルキ入 〔チュル ク語系民族一 筆者〕とべ レンデーイ人 〔チュルク語系民族〕に属 していたであろう。
そこに,われわれは小ロシア ・カザークの最初の居住地 を見出すのである。(中略〉彼らのうちある者
は モ ンゴル にも,リ トヴ ァに も服 従す る こ とを望 まず,自 由な 人間(BO茄llble』IQ照)として,断 崖
や,通 り抜けることが難 しい葦や沼沢によって囲まれた ドニエ プル川の島々に住んでいた。抑圧から
逃れてきた多 くのロシア入を自分の ところに引きつけた。彼らと混 ざり合い,カザークという名称の
もと,まった くロシア人である民族を構成 したのである。独立 と親睦の精神 を養いなが ら,カザー ク
はそ の数 を徐 々に増 して,ド ニエ プル の南 方 にキ リス ト教 的軍 人 共和国(Bom{cKa∫IXpHcTIIaHcKaH
Pecny6川1Ka)を形成 し,タタール入によって荒廃 させられた土地に村や要塞 を造営したのである」。
さ らに,「この名称 は 自由民(BO」且bmlua),巧み な馬 の乗 り手(Hae3AHHKH),勇者(y双a丑bUbl)を




コ トシー ヒン(1630?～1667年)に よる 『ア レクセ イ ・ミハイ ロ ヴ ィチ帝 治下 の ロシ アにつ
いて』(1666～67年?)が ある。そ こで,彼 は カザー ク につ いて次 の よう に述 べて い る。「これ
らカザークはポー ランド国境から辺境地域を防衛するために置かれた。こうしたカザークは戦争前に
はおよそ5千 名いたが,い まではそれほどの人数はいない。彼 らは,勤 務人,騎 兵,歩 兵か ら退任後
にカザー クに入れられたが,彼 らには家と土地 と農地が与え られ,ツ ァー リに対 してはいかな る貢租
も税 も支払わない。彼 らが勤務にあるとき,竜騎兵 にならって毎年俸給が与え られる。戦華における
彼 らの勤務は騎兵隊にならい,小さい旗を独 自に掲げる彼 らの指揮官,隊長,ア タマ ン,百人隊長,ヤ
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サウル 〔ママ〕は,士 族,騎 兵指揮官か ら選ばれる」。
プ一曹シキンの友人で著名な言語学者でもあり,r現用大ロシア語詳解辞典』〈全4巻,1861～6





「ガイ ダ(ra甑a)」に由来す るよ うに,ま た 「放 浪者(6PO掴ra)」 が 「放 浪 する(6po八HTb>」と
8
いう動詞 に起源をもつようにであるという。他方,す でに 「は じめに」で述べたように,カ ザークと
いう語の起源をチュルク語の 「自由な辺境民」 とみなす考え方もある。
このように,カザークの起源 を歴史的および言語的にたどろうとする研究はその後の研究でも伝統
的なものとなった。た とえば,18世 紀に活躍 した最初期の ロシア人歴史家の一・人で,『太古か らのロ
シア史 』(全5巻,1768～84,1848年)の 著 者B.}{.タテ ィー シチ ェ フ(1686～775
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あるように,入 植 してきた人 々で,恒 常 的に農耕 に従事 してきた人々は,自 分たちのなかか ら,多か
れ少なかれ自らの特徴と結びついた性質や他の異なる情況を有する人々を選 り分け,こうした人々に,
その社会か ら出て,新 しい社会で誰 もいない土地に向か うようにさせ るのである。もちろん,古 いも
のよりも新 しいものを選 び,知 られているものよりも知 られざるものを選ぶ人々は,入 植者のなかで
最 も勇敢で最 も闘志にあふれた人々である。植民の歴史において,彼等 には植民の案内人として太き
H
な意味がある」。
同じく 「植民理論」の建設者であり,ソ ロヴィヨーフの高弟にして帝政時代を通 して最も秀でた歴
史家の 一人 で あったB.0.クリュチ ェフス キー(1841～1911年)は,カ ザ ー クのな か に,か っ
て全ルーシに広 くいたロシア社会のある層の存在を見ていたのである。モスクワ帝国大学でのその講
義録をまとめた有名な 『ロシア史講話』(全5巻)の なかで,彼 は次のように述べている。「16世紀
においてさえ,農 家 ごとに雇農 として働いていた雇用労働者,定 まった仕事がな くまた定住地がない
人々がカザークと呼ばれた。のちにモスクワ ・ルー シにおいて,放 浪 して定まった家のないこの階級
に対 し,自 由な流 浪 人(pW別 皿e繊H)あ るいは 自由民 くBO川,Hliua)とい う名 称が 与え られた 」。
生業 を もって暮 らす ことが で きず に,カ ザー ク は 「出稼 ぎ仕事(r璽oxo八HI譜3apa60TOK)」で ある略
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奪に従事するようにな ったのである。
ウク ライ ナ の歴 史家II.H.コス トマ一 口フ(1817～85年)は カザ ー クの発 生 とロ シアにお け
る専制の確立とを関連付け,カ ザークを古代ロシア(古 ルー シ)以来の自前の伝統を擁護する者と見
な して いた。『ス テ ンカ ・ラー ジ ンの 乱』〈1858年 〉のなか で,彼 は次 の よ うに述 べて いる。「カザ ー
クは専制政治の勝利のもとで分領公国の社会的勢力が倒れたときに発生 し,専制は新 しいものに対 し
て抵抗 したのである。カザーク構成員は,生 来社会の枷とはならな い人々にとって,社 会のなかで折
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りあわない … 不満を抱 く人々で占め られていた」。
革命後に逮捕され,サマー ラへの流 刑一 そ してそ こで死去した と辛酸をなめたC.Φ.プラトー
ノブ(1860～1933年)が 『16～17世 紀のモスクワ国家における動乱史概観(動 乱期の社
会体制および身分的諸関係における研究史論)』(1899年)のなかで強調す るのは,何よりもカザー
ク大衆が無秩序な動揺の状態の中にあって,略 奪か ら国家勤務へ,ま たf教 徒(6ycypyMaH3特に
イスラム教徒を指す)」との闘争か ら同朋に対する圧迫へ と容易に移行 したという点である。しかしな
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が ら,チ ャグロ(国税ないし労役)や強制的な勤務か らの解放の意識,特 権 をもつ上層階級 に対する
t4
敵意,こ れらはステップをさまようカザーク群衆を統合することになったという。





53年にスター リンが死去し,56年 にその批判が始まると,農 民研究における新たな方向性の出現
と共に,カザークについての研究 もわずかなが ら再開された。それは帝政時代の研究 とは別の角度か
らこの問題が考察 されるようになった。端的に言えば,新たに導入された階級闘争史観によ:る研究で
あるが,よ り具体的には,国 境におけるカザークの発生を,中央 における租税徴収による重圧 と農奴
制の強化の帰結 とみたのはその表れである。封建的搾取か ら解放を求める動きは,も っぱら専制国家
の国境線を越えて新しい土地への民衆逃亡であった。それが,民衆に自由,ツ ァー リ権力か らの自立,
自分自身のために働 くことのできる余地,を 保証してくれたのである。このさい,ザ ポロージェ ・カ
ザー クの歴史 を書 いたB.A.ゴロブッキー,プ ガ チョー フ叛乱お よび その前夜 のヤ イー ク ・カザ ー クに
ついて研究した腔F.ロズネルは自由なカザークの出現 に,「封建的=農 奴制の始まった分解の …
兆候」をみていた。しかし,カ ザーク集団のなかに,単 に 「国家のそれを典型とする政治的組織 」だ









いであろ う。その結果,多 種多様な研究が現れ,ま た研究視角も分散化 しているのが現状である。
3東 方植民の尖兵としてのカザーク
シベリアやウラルなどのロシア東方において,カザークの果たした重要な役割の一つに,植民の尖
兵 と してのそ れが ある。19世 紀rl1葉,CB.マク シー モ フは次の よ うに書 いて い る。「3世紀 前,イ ェ
ル マー クが 自分の部 下 とともに ・一 タター ルの都市 シビー リを破壊 した とき(1581年),一 一握 り




サライチクー もすでに破壊 していた(1580年)。 すなわちUそ こ(サ ライチク)を 占領 し,燃や
したのである』。サライチクの破壊により(シベ リア都市の占領 と同 じよ うに),誰によって も占領さ
れたことのな い,またその当時まで ロシア人には知 られていなかったウラル川全域の占領がカザーク
によ り背後か ら準備された。彼 らはヴォルガ川 の注 ぐカスピ海の葦のなかか ら,ま た ドン川か ら現
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れ,… ここで発展 し,漁 携に精を出 していたのである」。
シベ リアのカザークについて,rJ4.カタナーエ フが次のように述 べているのは正鵠を得ている。彼





た。たとえば,1724年,シ ベリア諸都市の部隊 には8728名,イ ル トゥィシ川沿いの諸要塞に
は777名,そ してヤイークの軍団には3195名 が勤務していたのである。その まさに同じ時期,ド
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ン ・カザー ク は1万4266名,グ レベ ンとテ レクの カザ ー クは500名 を数 え て いた。
一世紀以上経った1853年 ,全カザーク軍団は8万1476名 を数えたが,そ の内訳はオ レンブ
ルク軍団4849名,ウ ラル軍 団4912名,シ ベ リア防衛線に勤務 しているカザーク1万2155
名,ザ バィカル ・カザーク1492名,そ して シベリア諸都市の軍勢1288名 であった。ウラルお




積もらなければな らない。知 られて いるのは,1858年,補 助的 にアムール ・カザ ーーク軍団が誕生





ウラルおよび シベ リア地 方のカザー クに関 して,今 口の歴史家たちの眼前にある最大の問題は何で
あろうか。一言で述べると,そ れはカザークの発生や起源,構 成,お よびカザーク的伝統の由来に関
する問題で あるといえよう。
最近刊行 されたカザークに関するさまざまな出版物のなかで,カザークは特別の 「民族形成体」で,
「独立 したスラヴ民族」であるといった定義付けが行われている。ロシア ・カザークの祖先は 「気高い
出身」の者であることを示 そう とする試みがなされて きた。たとえば,作家のB.クリコフはその祖先
を修道士の一団か,ス ラヴ人農民か,さ らには遥かエ トル リア人とさえみている。旧ソ連の歴史家た
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ちによって作 り上げられた伝説を,ク りコフは 「カザークがツァー リの抑圧か らなるべ く遠くへ,自
由とよ りよい運命を求めて ドンへ とまつしぐらに向かった世俗の人々である,ということについての
23
証明」であるとみなしている。類似 した考 えをヤイーク ・カザーク軍団のアタマン,B.シューコフも
24
述 べて いる。
しか し,カザー クと逃亡民である 「スメル ド」(古ルー シの農民)と 区別する試みや,カ ザー クを特
別の民族だとする見解 には展望がな く,またあま り意味があるともいえない。革命前の歴史家の言葉
を引き合いに出そ う。前述のC.M.ソロヴィヨー フは,「よそ者に隷属するな じみのない土地で暮 らす
ことを望まず,む しろ勇猛で危険な,そ のうえステ ップや国境線,さ らには遥か国境を越えて 自由で
底抜けに明るい生活を好むJ北 方および中央のロシアの地か らやってきた 「宿無 しの人々」がカザー
25
クの基礎を構成 したという。
カタナーエフの主張 によると,ザ ポロージェ,ド ン,ヤ イークのカザークたちはかな りの程度 「自
26
由意思によるあらゆる種類の逃亡民であ り,モスクワ国家の体制に不満 を抱 く人々であった」,という。
ヤイーク・カザークの起源 に関 してはさらなる研究を必要としてはいるが,この軍団は ドン・カザー
2ア
クとの関連を認識 していた。ついでなが ら,ウ ラル ・カザーク(プ ガチ ョーフ叛乱鎮圧後の1775
年,叛乱の記憶を消し去 るために政府はヤイークに関連するいかなる名称をも廃止 し,そのためヤイー
ク ・カザークもウラル ・カザークと改称される)の生活を研究するための条 件を持っていたB.八.ダー
リ,C,6.マク シー モ フ,1'.H.ポター ニ ンた ちは,カ ザー クが 何 ら独特 の 「民族 的な構 造 」 を もた ず,
28
また何か特別な民族で もなく,む しろロシア民族の有機的な構成要素であると強調 している。
一方,x).B.プロム レイは,自 己認識(各 カザークが もつ文化の特殊性について認識 していること)
をもったカザークのさまざまなグループを,ロ シア民族のサブ ・エ トノスと考えることを提唱してい
29
るので あ る。
2カ ザ ー ク の 「自由」
上記の点の他,カザークに関 してきわめて重要でアクチュアルな問題が存在している。それがカザー
クの自治,勤 務 している共同体構成員の自立的な活動,こ れである。特に知 られて いるのは,ヤイー
クでは,カ ザークたちが ドンの民主的な体制を受け入れた という点 である。マクシーモ フによると,
「新 しい場所で,代 々伝わっているカザーク体制が整備された。そこでは誰でも独立不羅で平等であ
る。 … この新 しい土 地で も,カ ザ ー クの 集会(Kpyr)が 役 立ち,ま た うま く機 能 した の で ある。
それは,い つも襲撃の危険か ら救い幽 し,すべての人各々に白山に意見を述べさせ,表 決に加わ る権
利 を与 える もので あった1。集 会 で選 出 され た 「1s{:任期 の アタマ ン(nox鰍}』拍B磁cl{oBo黄aTa一
蓋iaH)は,彼によ って任 命され た軍 団長(2人 な い し3人)と 副 官(ec《yJI)とい った補 佐役 とと もに,
無制限の権力を行使するわけではな く,昔 か らの慣習の,ま た集会の暫定的な決議の,遂 行者にすぎ
30





しか し,璽8世 紀 に入 る と,ヤ イ ー ク ・カザー クの 「自由」は明 らか に終焉 に近づ いて いた。カザー
ク集団は軍事参議会の管轄下に入 り,政府 によるアタマンの任命,その 自律的なカザーク集会の廃止。
な どが行われたのである。カザー クたちは必死になって新 しい体制に反対 し,蜂起 して抵抗 した。し
か し,勝利 したのは政府の方であった。マクシーモフによると,「綿入れの短いまだら模様のハラー ト
(ゆるやかな丈の長い上着)を着て,幅広 で青色の乗馬ズボンを穿き,てっぺんがエゾイチゴのよ うに
暗赤色の ラシャ地 で出来た先のとがった羊の毛皮製の高帽子をかぶ ったカザークは,もはやその集会
に100名 を超 えて は集 ま らな くな って いた。肩越 しにカザ ー ク独特 の剣(珊araHOB),ライ フル 銃,
槍および ピス トル が投 げられるのを目にすることもなくなった。すべて これ らは襲撃のさいに,か つ
てその父や 自らが手に入れた ものであり,大事の ときや無秩序の状態になった とき 〔そうする一 筆
者〕の ものであった。情況が変わったのである。特に 〔カザーク社会〕内部に変化が生 じたのである。
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集会には宿営地にいる任命されたアタマ ンは来なかったが,彼 らの決意 はそこ 〔集会〕・にあった」。
19世紀末か ら20世 紀初めにかけて,シ ベ リアと中央アジアについて研究 し,旅行家でもあった
ポターニンによると,軍団内の 自治的なかな りの要素はすべて保持されていたという。ウラル ・カザー
クの共同体は 「古 い時代の アルカイ ックな遺物」であった。「どのロシアの共同体の中で も,ここほど
住民が結束 しているところは見 られない。年齢,社 会的状態,官 位一 すべてはここでは統合 されて
いる。連隊長は,普 通の漁師もそうであるように,全 身全霊で もってその内部で彼が生まれた組織と
33
彼 自身一体 となっていると感 じて いるのである」。
3生 活
ウラル ・カザーク共同体の生活は多 くの場合,慣 習法,す なわち伝統によって規制されていた。経




リンボク荏,こ れ らすべて も全カザークのものであった。軍団の経済上の筍理は,用 心を怠 らない監
視により,何か生産が,自 らの仲間を犠牲にして個人的な幸福を打ち立てようとする活発な個人主義
者にとって,抜 け道 とはな らないようにすることである。カザーク官僚によって確立 された経済の統
制は世論を規制することになった。カザーク大衆は行政の活動か ら眼を離 しはしなかった。カザーク
大衆は絶え間なく活動 して いた。老年に達した白髪のカザークは,草地を歩 き,草の刈 り入れを行い,
草地における草刈期 を決め,平 坦な台地(cyPT)における草刈期も定め,川 岸 を歩く。冬には,氷





1ナ ザ ー ロフ の カザ ー ク論
上記のようなカザーク研究 一般 に関する諸問題 を念頭に置いた上で,近代ロシアの社会運動のなか
で果たしたカザークの役割や問題について考えてみよう。
カザー クの目指 した自由について,ソ 連時代の歴 史家B.几 ナザ一 口フは,「動乱時代」の17世 紀




見 上 「農 民民 主 主義(My}廻UKIIh双eMOKpaTH3M)」が そ の特 徴 に な って い る。あた か も完全 に 自治的
で,ま た自立的で あった。つ まり,農奴制の抑圧か らも,さ らには市場の破壊的影響か らも自由な 「農
民共和国(My>組IUK朋peCHy6朋Ka)」が存在す るよ うな幻想的観念 こそ,カザーク層が何よ りもまず
農民に広 くそ して強 く働きかけていくため の実際上の社会 ・心理的基盤で あった。さらに,カ ザーク
層は積極的な既存の体制の反対者で あ り,叛乱軍(こ こでは特 に1"r世紀初頭のボ ロー トニコフの乱
を指す)の 核 とな る 前衛 的状 態(.aBaHrap八HoeHo冊H{eHHe)にあ った。 カ ザ ー クの意 義 は何 に もま
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して運動にお いてイ デオロギー的主張や要求をするということであ った。以上がナザ一 口フの見解に
よ るカザークと被抑圧者との関係についてである。
上述のナザ一 口フの説 は18世 紀の場合 について も当てはまる。た とえばプガチ ョー フ叛乱で ある。
叛乱を終始軍事的に指導 していたのはやイー ク ・カザークであ り,部分的 にオ レンブルク ・カザーク
で あった。彼 らは布告をプガチ ョーフに発布 させて民衆を扇動 し,運動 の方針に強 く介入 してい った。
しか し,こ こではカザークが民衆蜂起 のとき前衛的立場に立ち得 るとい う点 を述べるに止め,カ ザー
クと蜂起 した民衆 との関係は後に述べ ることにしよう。
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2ヤ イーク ・カザークの情況 歴史の概観と叛乱一
次に,社会運動 との関係,とりわけプガチ ョーフ叛乱 と直接的にまた密接 に関係のあったヤイー ク・
カザークの歴史 を18世 紀に焦点を当てて概観 してみよ う。そのさい,こ のカザー ク社 会に加 えられ
た政府による種 々の抑圧やヤイーク ・カザーク内部の抗争,お よび叛乱を中心 に見てみる。
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ア ヤ イー ク ・カザ ー クの起 源
すでに述べた通 り,カザークは最初,ド ン川下流やヴォルガ川地方に15世 紀の末期 に現れた。カ
ザーク社会はその箪団構成と政治的平等性の面で独特な社会経済的体制を徐々に作り上げていった。こ
の体制は農奴制に対する明確な反対,箪 事的収益地(土 地,水 域,森 林,牧 場)の 利用 に関する全力
37
ザークの平等な権利の承認,の 上に立脚 していた。嫌悪すべき農奴制が まった く存在 しないというこ
se
とか ら,ロ シアの民衆 を ドン,ヤ イー ク,テ レク,ザ ポ ロー ジェのセ ーチ 陣 営)に引 きつ けたの であ る。
カザークたちはモスクワ国家やポーラン ドのウクライナ地方か らの逃亡者で構成 されてお り,まも
なく自治的 ・共同体的社会の一一風変わった形態を作 り上げた。1560年 代 には,彼 らが東方貿易の
キャラヴァン隊を略奪遠征の対象とし,また妨害 したために,モ スクワ国家 はカザークの略奪者に対
して強硬手段をとった。彼 らに国家の支配を受け入れさせ,新 しい土地 を探 させ ることを強要 したの
である。彼 らのいわば 「強靭な精神」について述べると,あ る著たちはT.イェルマーク(?～158






儀式派(分 離派)に 対する迫害と農奴制の弾圧が南方であるこの地方に住むこれ ら自前な人々の所へ
押 し寄せてきたとき,ヤ イーク ・カザークはさ らに逃亡することを余儀なくされた。実際,彼 らの多
.9
くは古儀式派であった。そのことは,プ ガチ ョ 一ーフ叛乱時,彼 らの発する布告に古儀式派的要素が多




ウクライナや ドンのカザークと同様,ヤ イーク ・カザ…クは軍団集会を開催し,軍 団アタマン,軍
団エサウール,お よび行軍(IIOXO丑Hb面アタマ ンや行革エサウールを選出するな どある種の 「主権
a:
団体」(独立軍団)であ り,モスクワとは別に独立的な外交 を展開していた。彼 らは ドンで仲 間たち と
密接な関係を保っていた。
1630年,ペ ルシアに対する戦争に,彼 らは ドンの仲間たちとともに参戦した。また,彼 らはつ
ね にステップの遊牧民一 ノガイ ・タタール人,カ ルムイク人,キ ルギス人(18世 紀の史料ではカ
ザーフ人を意味する)お よびカ ラ ・カルパ ク人一 と戦っていた。彼 らヤイーク ・カザークはペルシ













領 しようとしたが く特に1670～71年 に勃発 したラージンの叛乱の時にはそうであった),それは
失敗に終わった。
他方,1650年 代には,ヤイークとモスクワ問の通常の外交関係は良好な方向で行われていた。す
でにロマ ノブ朝初代の ミハイル ・フa一 ドロヴィ ッチ帝(位1613～45年)の 時代 に,カ ザ ー ク
はすすんでモスクワに使者を派遣し,服属することを申し入れていた。ツァー リは この ことに対 し,ヤ
イーク川における特権認可状をヤイーク ・カザークに与え,その川上か ら河1-1までの地 を彼 らに委ね
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たので ある。1680年 代以降,ロ シア政府 はヤイー ク ・カザ ー クに 「弾 薬,銃 弾 および大 砲」を供
給することによって,辺境での彼 らの勤務を積極的なものとしながら,彼らに対する支配の強化を図っ
て いた。つ いに,1695年,逃 亡者 を匿 う ことを彼 らに禁 じた。これ以後,辺 境の 防衛 は,「勤 務人」
として彼 ら自身それをよく理解 している役割 となったのである。
18世 紀 を通 して,政 府は一 層カザー クの問題 に干渉す るよ うになった。 ピ ョー トル 一琶(在 位1
682～1725年)の1714年 に起 きたヤイー ク ・カザー ク内部の紛 争はそ の格好 の契機 を政府
に与えることになった。政府は紛華に積極的に介入し,懲罰隊を派遣した。1721年 には人頭税制
の一環としての納税人口調査をこの地方にも強行し,軍役 ・俸給を定め,ま た1740年 までアタマ
ン(頭 目)を任命する権利を政府が握ることになったのである。ヤイーク ・カザークの軍団はすでに
このとき政麿の軍事参議会の管轄下に置かれていた。
アンナ女帝(在 位1730～41年)治 世下の1730年 代 には,ヤ イー ク ・カザ ー クはオ レンブ
47
ルク建設を立案 し実行に移したオレンプルク局長(遠征隊長)141{、キ リー.ロブのe下 にあった。そ
の後,組 織はオレンブルク局(遠 征隊}か ら同委員会を経て,オ レンブルク県へ と発展 し,その長も
先 に挙 げたB」1タ テ ィー シチ ェフ,BAウ ルー ソフ と続 き,50年 代 にはH.14.ネプ リュー エ フが オ
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レンブルク県知事 として活動したのである。彼 らの活動の範囲は明確に規定さていなかったが,それ
は二つの行政上の県一一 オレンプルクとアス トラハ ンの二県一.の 間に挟 まれていた。ヤイーク川は
その東方の境界をなし,それに沿ってイレック要塞か らグーリエフまでカザークの活動領域が広がっ




エカチ 土 リー ナ二世 く在位1762～96年)時 代 に行われ た1762年 の 人日調査 では,ヤ イー
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ク ・カザークの男性数は4200名 を記録 していた。7年 後の1769年,ヤ イーク軍団内のカザー





17世紀以来,階 層分化がヤイーク軍団のなかで進展して いった。国境付近に固定 されたカザーク
たちは常備軍に特殊部隊(非正規軍)と して勤務することを義務付けられた。彼 らの生計の基盤 は,漁
携が従来の略奪的な行為 に取って代わった。彼 らはまた遊牧,製 塩一 ヤイーク ・カザークの活動す
rO
る領域 内 に は32の,ま た カザ ー フ ・ステ ップには15の 醸 湖(co調}】Hoeo3epo)があった およ
び狩猟 にも従事 したのである。富裕なカザークたちはステ ップに放牧場を作 り,他のカザークたちを
自らの農奴のように使役 していた。貧しいカザークたちは平時 ・戦時 を問わず,一 定の額で雇われて
いた。彼 らは その労 働 で ある 「助 力(HaHoノいlory}」に対 し年間 わずか に10～30ル ー ブ リを支払
われた に過ぎなかったのである。ソ連時代の歴史家匠F.ロズネルは,18世 紀中葉にこの地方 を調査
旅行 したH.C.パラースの史料 に基づき,次 のように述べている。
「もし,'この金額で彼が武器や装備 を新たに買った り,修理 した り,馬を手に入れた り,さ らには
自分の家族 を養 った りしなければならない,と いうことを知るな らば,こ れは取るに足らない金額
であった。遠 く離れた場所 まで派遣される場合にお いてさえも,『助 力』は雇い主によってそれよ り
も2～3倍 ほど多 く支 払われたが,そ れで もお金は不足していたのである。1769年,軍 団事務
所がキズ リャールへの部隊派遣に関連 して次のように指摘 したのは偶然ではない。すなわ ち,こ の
たび,カ ザークは 『助力』金80ル ーブリずつもらったが,そ のお金で馬 を買い,借金を支払 うと,
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残 りのお金は妻や子供たちを養うため に残 しておかねばな らないのである」。
また,ヤ イークは中央 ロシアとアジアの隊商貿易のための集散地でもあった。
ここで,18世 紀中葉のヤイークにおける物価の様子を知 るために,商 品価格の一覧表を次に掲げ
ておこう。この表より,1754年 以降,販 売が国家独占となっていた塩がその必要性 と使川童か ら
考えて割高であった ことが注目される。塩は漁業を営んでいたやイーク ・カザークにとり,魚 の保存
あるいはその運搬のために必需品であった。したがって,塩 の価格が高いということがヤイーク ・カ
ザークの生活を圧迫 した ことであろうことは容易に想像がつ く。後のプガチ ョーフ叛乱時,彼 の発布
する布告 に 「塩」の 「下賜」が散見するのはこうした慕情があった。
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18世紀中葉(17 20-70年 代) のヤイークにおける商品価格一覧
商品名 単位 価格 商品名 単位 価格
穀物 1チェ トヴェリク 2ル ー ブ リ チェルケス風 30ルー ブ リ
(約26.2リッ トル) 30カペイカ ブルカ 70カペイカ
脱穀した穀物 〃 2ル ー ブ リ ルバーシカと 40カペイカ
90カペイカ ズボン(並)
チョウザ メ 10尾 10-30ルー ブ リ ルバーシカと 3-3ル ー ブ リ
ズボン(絹製} 50カペイカ
魚のはらご 1プー ド 1-2ル ー ブ リ
(約】6.4キロ) 羊の毛皮の 3ル ー ブ リ
シ ュ ーバ
塩 1プー ド 4-8カ ペ イカ
狐皮の縁がつい 1ルー ブ リ
ウォトカ 1樽 2ル ー ブ リ た帽子
カラスムギ 1チェ トヴ ェリク
-
iルー ブ リ 手袋(並) 20-25カペ イカ
65カペ イ カ
帯(並) 1ルー ブ リ
干草: 1プー ド 5カペイカ
牛毛製の長靴 60カペイカ
薪 1サー ジ ェ ン 2ル ー ブ リ (並)
〔約2」 メー トル) 上等な長靴 1ル… ブ リ
40カペイカ
農家(並、付属建 60-75ル… プ リ
造物を含めた) 拍車 30カペイカ
馬(並 種》 7-10ル ー ブ リ 巻靴下 20カペイカ
(染めていない
馬(優 良種) 50ルー ブ リ 粗い羅紗製)
ロバ 3-6ル ー ブ リ 亜麻布 1アル シ ン 4カペイカ
(約71セン チ)
雌牛(並 種) 2-Lル ー ブ リ
辱
雌羊 . 50カペ イカ ー 赤綿布 〃 20カペ イ カ
1ル… プ リ
小銃(並 〉 4ル ー ブ リ
子羊の皮 20-30カペ イ カ
ピストル(並) 2ル ・一一ブ リ
駝駝の毛 1プー ド 重一20ル ー ブ リ
サーベル(並) 2ル ー ブ リ
カ フ タ ン(並 、染 1ルー ブ リ20力
めていない粗い ペ イ カ ー1ル ー サーベル 8-isル ー ブ リ
羅紗製) ブリ50カペイカ (銀メッキ)
ブルカ(袖 なし 80カペ イ カ ー サーベル 20ルー ブ リ





ヤイーク川での漁携一 それはカザークの独占であり,そのために彼 らは年間4000ル ーブリ以
上の金額をロシア政府に納めていた は,かな り組織 されていた。カザークたちは毎年ヤイーク川
の下流で3っ の遠征隊を組織 した。さらに第9の 遠征隊が,ヤ イーク川の支流やステ ップのなかにあ
52
る湖を開発 した。遠征の前に,特 許権が各参加者に発布されたが,ア タマンやスタル シーナ(カ ザー
ク部隊の隊長)た ちは特許権を各人・』つ以上政府か ら受け取っていた。この権利は譲渡が可能 であっ
たため,十 分な労働が出来ない老人や病気のカザーク,さ らには聖職者たちが しばしば自らの権利 を
肉体的に壮健な人々に売ったのである。漁携の特許権を受け取るための金額を政府に支払 った後,特






抗争を引き起 こした。彼 らとカザーク大衆の間で反 目が生 じたのである。アタマンやスタルシーナは
カザーク大衆の勢いに脅威を感 じながら,自 らを富裕にさせるため,あ らゆる手段を講じた。カザー
ク大衆か ら出された苦情や要望はアタマンやスタル シーナによって 「叛乱」という烙印を押されるこ





その経済に由来 していたからである。ヤイーク ・カザーク社会のように,繁 栄 していた大 きなカザー
ク社会は,唯…非常に誠実なカザーク役人(カザーク軍団内部の行政を扱 うアタマン,'スタル シーナ,
書記,な どを指す)の もとでのみスムーズに機能 しうるのであった。 しか し,たびたびカザーク大衆
によって選繊されたカザーク役人たちは個人的な利益をめぐる競争に加わったのである。
エ リザ ヴ ェ一 夕女帝(在 位174t～61年)時 代 の1752年 この ときヤイ ー ク ・カ ザー ク
軍団は政府からの請負仕事として塩と魚の貢租徴収を引き受けた 以降,両者のグループの関係は
一一層の緊張状態 に陥 った。カザーク大衆の怒 りは一気 に燃 え上がった。ス タル シーナに対する苦情や
不平を述べるために,彼らは首都サンク ト・ペテルブルクの軍事参議会へ代表者たちを派遣 し始めた。
政府はこれに対 し,調査委員を派遣 したが,抗争解決のための明確な糸口は得 られなかったのである。
委員たちは支配グループであるスタル シーナ層の側に立つ傾向にあったため,カザーク大衆を一層
刺激することになった。加えて,オ スマン帝国 との敵対的な関係の発生がすでに緊張状態にあ った両
者の関係をさらに悪化させた。なぜなら,政府がカザークをさし迫った戦勢のために新たに創設され
310
た軍隊に強制的に編入したか らである。この処置をカザークたちは,規 則的 ・定期的に新兵補充をし
なければな らない強圧策とみな し,それを明確に拒否 したのであ る。とくにロシア車へ新兵 を供出す
るということは,自 らの顎類を剃ることを意味 したが,そ れは分離派教徒である彼 らにとっては忌 ま
SE
わ し く耐えが たい こ とで あ った。結局,1770年12月7日,エ カ チ ェ1」一 ナニ二世の特別 布 告 によ
57









1771年3月g日,カ ザ ー クたち は,軍 団内 の集 会(Kpyr)で,当時 大 きな 問題 とな った中 国へ
S!
逃亡するカルムイク人集団の追跡,お よび前述のキズ リャールへの部隊派遣 を拒否 した。軍事参議会
はキズリャールへ部隊を送ることに反対 した百人長(COTH雌)やカザークた ちの逮捕を決定 した。彼 ら
は,逮 捕後,鞭 打たれ,額 髪を剃 られ,全 員オレンブルク軽野戦部隊の竜騎兵として登録されたので
60
ある。
1771年 末,ヤ ィーツキー ・ゴロ ドークに現れた政府派遣の トラウベンベルク将軍は,ま ずキズ
リャールへの部隊派遣に最も強 く反対 した廉で鞭打たれた7名 のカザークに関して調査を開始した。と
ころが,カ ザークたちがオ レンブルクへ護送 されたとき,仲 間のカザークによ り6名 が脱走したのを
61
機に,徐 々にカザークのなかには反抗の兆 しが現れたのである。
翌72年1月13日,ト ラウベンベル ク将軍は殺害され,ここにその後半年続 く叛乱が始 まった。そ
れはフレーイマ ン少将に率 いられた政府軍によって鎮圧され,さ らに同年6月4t.付けの詔勅によ り
や イー ク軍 団事務所(免1UKaHDO蕗HCKa,IKa田le刀,5pH幻が廃 止 され る ことに よって終 結 した。新 しい
62
百 人長(cOTHHK)や十人 長(八ec∬TH【1K)たちが政府 によ って 任命 され る こ とにな ったの であ る。
311
近代ロシアにおけるカザーク社会の形成と展開についての研究
キ ヤイー ク ・カザ ー クの 「民主的 体制 」
ここに至り,選 挙制 に基礎を置 く自立的なヤイークのカザーク的民主的体制(皿eMoKpaTH・leCK嘘
CTopO勇)が廃止された。しか し,カザークの運動は政府 によって鎮圧の憂き目に遭 ったが,そ の叛乱
63







先の叛乱に対し,軍事参議会はかな り遅れて]773年4月 に最後の判決 を下した。それは,16
65
名のカザークを鞭打ち,顔 に焔印を押 し,鼻孔 を抜き,囚 人としてシベ リアの鉱山へ送ることを宣告
するものであった。また38名 のカザークに対 しては鞭打ち,家 族と一緒にシベリアへ流す ことを宣
告 した。5名 の家族に対 しては軍隊に徴集すること,そ して25名 に対 しては鞭打ち,そ のうち若者











ヤイーク ・カザークは特に前者の政策に強 く反対 した。なぜなら,カザー クのなかに逃亡農民が多
く存在 し,彼 らが新 たなカザ ー ク層 の担 い手 とな って いたか らで ある。他 方,「白山(CBO60汲a)に対
す る 自らの権 利 をカザー クたちは歴史 的な 『証言(CBIIAeTeπLCTBbl)』,史料(八OKyMeH↑bl),過去の
出来事,お よび 『価 値の ある系譜 伝OCTO直Ha∬reHea」iOFH∬)』の創作 によ って基 礎付 けよ うと して
68
いた」。ヤイークや他のカザーク地方には手書きの著作が現れ始めた。その作者たちは皆,カザークは
自由な人々で農奴制や他のいかなるものにも隷属 しないと断言 した。また,彼 らはしかるべきときに
専 制 に 「自由意 思で(AO6poBo丑1,Ho)」従 って いるので,そ のため に 自由(CBO6呪a)が厳 粛 に約 束 さ
れ,ま た彼 ら内部の問題には干渉されないのだ,と 主張した。その例が1721年,ピ ョー トル1世
宛 てにヤイ ー ク ・カザ ークの アタマ ンであ るΦ.ミハイ一 口フ とΦ.ルカ ヴィー シニ コ フによ って 提出
された嘆願書であっ震9そ こには上記の内容力i記されていた.こ れに対 し,領三1三たちは,カ ザークの
7C
祖先は決 して 自曲人(BO」lbHble皿Q皿H)などではな い,と 断 じた のであ る。






しっっ,ロ シアの国内(東 方)植 民の尖兵 としてカザークが果た した歴史的な役割 について も,そ の
重要性に留意する必要性を述べた。さらには,近年のカザーク研究に関する諸問題も一 現在の政治
情況の影響 を強く受けて いるが一 一それ をカザ ークの起源,カ ザークの自由,そ して彼 らの実生活 を
中心に検討 した。
そこか ら浮かび上が る17～18世 紀のカザー ク像は闘 争者(そ して 「自由」の擁護者として)の
側面 と生活者のそれを併せ持つ姿である。次いで,こ うした点を考慮 に入れなが ら,彼 らカザークが
民衆運動 において果た した歴史的な役割 を考察 したが,そ れ らは,最 終的 に,プ ガチョーフ叛乱 にお
けるカザーク(特 にヤイーク ・カザーク)の 担 った役割を多角的に考察す るための素材 をわれわれに
提供して くれるものな のである。
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